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研究成果の概要（和文）：研究期間中に北部ベトナムナムディン省ヒエンカインコミューン在住の300家屋、約1,600人
を対象に、細菌、ウイルス、原虫を含む広範な下痢症の起炎微生物の分布状況の把および下痢症危険因子の解明を試み
た。対象住民は1年間に約19%が下痢症を経験する事が示唆された。また、対象家屋において、非下痢性サンプルおよび
下痢性サンプルをそれぞれ集積し解析した。その結果、ロタウイルス、アデノウイルス、全てのカテゴリーの下痢原性
大腸菌、クロストリジウム、赤痢アメーバが下痢の起炎微生物として重要であることが示唆された。またウシ、ブタ、
家禽等家畜の保有とジアルジア等下痢原性原虫感染症との関連が強く示唆された。

研究成果の概要（英文）：A prospective community based diarrheal study was conducted in a typical 
agricultural area in Nam Dinh province in northern Vietnam in the study period. A 300 out of approx. 
2,100 households were randomly chosen, and stool samples and epidemiological data were collected in order 
to estimate 1) distributions of etiological agents of; and 2) possible risk factors for diarrhea. 
Approximately 1,200 diarrheal sapmles were collected and analyzed in the study, and rotavirus, 
adenovirus, any categories of diarrheagenic Escherichia coli, Clostridium difficicile, and Entoamoeba 
histolytica were estimated as significant etiologies of diarrhea including mild to moderate cases in the 
community. Approximately 20% of the all households raised livestock animals including cows, pigs, and 
poultry, and of those, cow raising was estimated to be a risk factor for Giardia infections, one of the 
intestinal protozoa to cause diarrhea, in Hien Khanh commune.

研究分野： 下痢症疫学
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１．研究開始当初の背景 
(1)下痢症は公衆衛生上大きな問題である。

病院を基盤とした小児急性下痢症の知見は
多いが、それは重症例の解析に偏る傾向があ
り、軽症～中等症を含む網羅的な下痢症研究
は、その起炎微生物分布解析も含めて十分と
は言い難い。 

(2)近年、ウイルス、細菌、原虫を標的とし
た広範な下痢症起炎微生物検出法が病院を
基盤とした研究で用いられ、詳細な下痢症原
因微生物情報を提供しつつある。その手法を
用いて、住民基盤の研究拠点を選定し、全年
齢層を対象として、軽症、中等症、および重
症例を含む下痢症の全体像を詳細な疫学情
報と併せて解析する事は重要であると思わ
れた。これらの情報をえるため、北部ベトナ
ムナムディン省の典型的な農村コミュニテ
ィを研究基盤として選定し、網羅的な下痢症
の疫学的研究を試みた。 

 
２．研究の目的 
下痢症は公衆衛生上大きな社会問題であ

る。世界中で年間約 187 万の 5 歳未満の小児
が下痢症で命を落とし同年齢層の全死亡原
因のおよそ 19%に相当するとされている。こ
れまで重症のウイルス性下痢症に偏りがち
であった下痢症の解析を、軽症、中等症を含
み、ウイルス、細菌、原虫を標的とした広範
な下痢症起炎微生物検出法にての解析を試
みる。それを実現するために、北部ベトナム
の典型的な農村（コミューン）を選定し、研
究期間において前向きに下痢症の疫学研究
を実施する。具体的には次の目的を設定する。 
(1) 対象コミューンにおける住民の非下痢時
における下痢原性微生物の分布状況調査。 
(2) 対象コミューンにおける住民の下痢症起
炎微生物分布状況調査。 
(3) 下痢症感染症危険因子の推定。 
(4) 流行を伴う下痢症の疫学情報を得る。 
 
３．研究の方法 
(1) 調査研究実施国・地域：北部ベトナムナ
ムディン省ヒエンカインコミューンを研究
実施地域として選定した。同コミューンは、
約 2,100 家屋、約 8,000 人が登録されており、
そのうち下痢症が問題となる、5 才未満の小
児を持つ約 300 家屋、約 1,660 人を対象とし
た。 
(2) 研究期間：2014 年 9 月より 2016 年 3 月 
(3) 研究体制：長崎大学熱帯医学研究所ベト
ナム拠点(VRS)、同研究所小児感染症学分野、
ベトナム国立衛生疫学研究所(NIHE)細菌部、
ウイルス部、疫学部の 5 研究室が参加する研
究体制で行う。北部ベトナムナムディン市内
の一地域より調査対象家庭として約 300 戸
（約 1,660 人）を選定し、全ての構成員を対
象にした住民基本台帳を作成する。研究補助
員が週に 1 回程度各戸を訪問し、下痢症の有
無を聞き取り調査する。下痢症がある場合は
患者より採便し、同時に関連疫学情報を聴取

する。下痢検体を用いて細菌、ウイルス、原
虫を標的とした広範囲にわたる下痢症起炎
微生物の検出を試みる。 
 
４．研究成果 
(1) 対象コミューンにおける非下痢時におけ
る下痢原性微生物の分布状況調査 
 調査研究対象 300 家屋（1,660 人）より、
約 100 家屋（471 人）を無作為に抽出し、同
意のもとに非下痢性便を提出してもらい、便
中の下痢原性微生物の分布状況を調査した。
途上国における典型的農村地区住民の非下
痢時における下痢原性微生物の基礎データ
となると同時に、下痢症時における下痢原性
微生物分布に関するデータと比較する事に
より、より正確な比較ができるものと思われ
た。その結果、ロタウイルス、ノロウイルス、
全てのパソタイプの下痢原性大腸菌(DEC)、
クロストリジウム・ディフィシール(CD)、赤
痢アメーバ、ジアルジア、クリプトスポリジ
ウムがそれぞれ、3.5%、5.6%、8.4%、7.6%、
0%、1.7%、2.3%であった（表１）。以上より、
北部ベトナム農村地区住民に於いては非下
痢状態便においても、これらの下痢原性微生
物が、ある一定の割合で存在する事が示唆さ
れた。下痢症起炎微生物研究においても、こ
れらの基礎データを考慮する事は重要であ
るとおもわれた。 
(2) 対象コミューンにおける住民の下痢症起
炎微生物分布状況調査 
 調査対象 300 家屋（1,6660 人）を対象に、
2014 年 10 月より 2016 年 3 月まで下痢症検
体および疫学情報を約 1,200 人分採取し、ウ
イルス性、細菌性、原虫性の下痢症起炎微生
物を対象に疫学情報と併せて解析した。その
結果、ロタウイルス、ノロウイルス、全ての
パソタイプの下痢原性大腸菌(DEC)、クロス
トリジウム・ディフィシール(CD)、赤痢アメ
ーバ、ジアルジア、クリプトスポリジウムが
それぞれ、14.7%、7.4%、15.5%、11.7%、
3.6%、1.9%、1.2%であった（表１）。非下痢
時における下痢原性微生物の分布とともに
勘案すると、研究対象地区においては下痢症
の発症において、ロタウイルス、DEC、CD、
赤痢アメーバがより関与する可能性が強く
示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



(3) 下痢症感染症危険因子の推定。 
 下痢原性原虫感染症の危険因子の推定を、
「(1) 対象コミューンにおける非下痢時にお
ける下痢原性微生物の分布状況調査」の結果
を用いて行った。ヒエンカインコミューンに
おいては約 20%の家屋がウシ、ブタ、家禽等
を飼育しているが、ジアルジア感染症におい
ては、ウシの飼育が危険因子として関与して
いる可能性が統計学的に示唆された（表 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一方、クリプトスポリジウム感染においては、
貯蔵していた天水を用いて、生野菜を洗浄す
る行為との関連が強く示唆された。また、ヒ
エンカイン地区に飼育されているウシ
(n=28)から、アエロモナス、ビブリオフルビ
アーリス、志賀毒素産生大腸菌(STEC)がそれ
ぞれ 18%、3.6%、14.3%に分離され、ブタ
(n=7)からはアエロモナス、病原大腸菌
（EPEC）がそれぞれ 14%程度に分離された。
以上の結果より、ヒト下痢症の危険因子とし
ての家畜の果たす役割が大きい事が示唆さ
れた。 
 
(4) 流行を伴う下痢症の疫学情報を得る。 
 本疫学研究を実施する中で、対象となるヒ
エンカインコミューンにおいてサルモネラ
感染症の小アウトブレイクが発生した。その
解析を試みた。2015 年 9 月より同年 11 月の
期間で同地区において 12 症例のサルモネラ
による下痢症が見られ、血清学的解析の結果、
グループ Bサルモネラ（SGB）が分離された。
男女比は 1:1.4 であり、年齢は 5カ月から 59
才であった。DNA を抽出し、制限酵素による
切断後PFGEにて遺伝子的背景を比較すると、
2つの電気泳動パターン（clone A、clone B）
が認められた（図 1）。その後の解析で、clone 
A を示した株（ 3 株）は、 Salmonella 
Typhimurium (4,5,12: i: 1,2)、clone B を
示した株（9株）は、Salmonella Stanley で
ある事が判明した。こららの菌の薬剤感受性
試 験 を 行 っ た と こ ろ 、 全 て の 株 は
Erythromycin、Sulfisoxazole に対して体制
を示した。一方、Norfloxacin、Gentamicin、
Nalidixic acid、Ampicilin、Ciprofloxacin、
Tetracycline、Meropenem に対しては感受性
を示した。また、12 株中 9株が Streptomycin
および Cefotaxim に感受性を示した。 
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